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交付申請システム
マニュアル

◎申請にあたっては、ホームページ記載内容、要綱、
要領、よくある問い合わせの内容を確認し、交付
要件を満たすことを確認した上で申請するように
お願いします。

◎電子申請フォームは、申請受付開始の約１週間前
をめどに公開します。
募集開始前にも申請フォームへの入力や一時保存
が可能です。ただし、ファイルの添付は募集開始
までできませんのでご注意ください。

◎添付ファイルの保存期間は３日間です。
３日間経過した場合はファイルが削除されますの
で、再度添付していただくようお願いします。
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申請システムマニュアル

本マニュアルに沿って、電子申請をお願いいたします。交付申請

ご確認の上、すべてにチェックしてください 。

入力内容を一時保存したい場合は、右記の
「一時保存」を押してください。
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申請システムマニュアル

全角で入力をお願いいたします。

郵便番号（半角）を入れると市町村まで自動で入力さ
れます（ハイフンは除いて7桁で入力してください）。
市町村以降の住所もお忘れずにご記入ください。

☑を入れた場合のみ共同申請者（リース
事業者）情報の項目が表示されます。

郵便番号（半角）を入れると市町村まで自動で入力さ
れます（ハイフンは除いて7桁で入力してください）。
市町村以降の住所もお忘れずにご記入ください。
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申請システムマニュアル

郵便番号（半角）を入れると市町村まで自動で入力さ
れます（ハイフンは除いて7桁で入力してください）。
市町村以降の住所もお忘れずにご記入ください。

こちらを押下するとカレンダーが表示されます。
年月日をそれぞれ選択してください。

着手は、交付決定後に行っていただく必要があります。
目安としては、交付申請日の１ヶ月以上先の日程を設定してください。

事業者の概要が分かるものには、企業概要（会社名、設立年月日、代表者氏名、所
在地、連絡先）、事業内容、従業員数、資本金、決算期（法人）、所在地図（設備
を導入する事業所の地図）が記載された会社案内、パンフレット等を添付してくだ
さい。上記の情報を全て記載したものがない場合には作成の上、添付してください。
様式例は、 https://www.pref.nara.lg.jp/n092/33062.htmlに掲載しています。

https://www.pref.nara.lg.jp/n092/33062.html
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申請システムマニュアル

申請される補助対象設備にチェックを入れてください。（複数選択可）
選択された補助対象設備に関する入力項目のみが以下、表示されます。

太陽光発電設備については、定置用
蓄電池またはV2H設備と同時に導入す
る場合に限ります。
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申請システムマニュアル

照明設備のみにチェックを入れた場合

事業番号及び事業内容を入力してください。
（照明設備の更新のみの場合は、事業番号は１を符番してください。

事業計画書（別紙）を作成し、添付してください。
様式は、以下のホームページの各種様式からダウンロードしてください。
https://www.pref.nara.lg.jp/n092/33062.html

既存設備と導入予定設備の仕様がわかるもの（仕様書、カタログ等）を
添付してください。

既存設備の仕様書等の入手ができない場合は、その理由を明記した書面
（形式不問）を「既存設備等の仕様書等」の添付欄に添付してください。

https://www.pref.nara.lg.jp/n092/33062.html
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申請システムマニュアル

照明設備以外にチェックを入れた場合

事業番号及び事業内容を入力してください。
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申請システムマニュアル

照明設備以外にチェックを入れた場合

既存設備と導入設備が左右で対応するように入力してください。
設備番号は、STEP1で入力した事業番号と対応する番号を符番してください。
（事業番号を親番にし、複数の設備がある場合は枝番をつけてください。）

（例）空調設備の更新の事業番号を１とした場合
エアコン（室内機）の設備番号を1-1
エアコン（室外機）の設備番号を1-2 とする。
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申請システムマニュアル

照明設備以外にチェックを入れた場合

STEP2で入力した既存設備の設備番
号を「⑨設備番号※既存設備」に
入力してください。

入力するとSTEP2で入力した既存設

備の設備名と基数が表示されます
ので、それぞれのメーカー名、年
式、型番を入力してください。

それぞれの既存設備の仕様書等を
添付してください。

仕様書等の入手ができない場合は、
その理由を明記した書面（形式不
問）を仕様書等の添付欄に添付し
てください。

※既存設備の仕様書等の欄には、設備の仕様
がわかるもの（仕様書、カタログ等）を添付
してください。
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申請システムマニュアル

照明設備以外にチェックを入れた場合

STEP2で入力した導入設備の設備番
号を「⑮設備番号※導入設備」に
入力してください。

入力するとSTEP2で入力した導入設

備の設備名と基数が表示されます
ので、それぞれのメーカー名、年
式、型番を入力してください。

また、それぞれの導入設備の仕様
書等を添付してください。

※導入予定設備の仕様書等の欄には、設備の
仕様がわかるもの（仕様書、カタログ等）
を添付してください。
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申請システムマニュアル

照明設備と照明設備以外の設備に同時にチェックを入れた場合

事業番号及び事業内容を入力してください。

照明設備と照明設備以外の設備に同時に入れ替えする場合は、照明設備の
更新の事業番号を１にしてください。

照明設備については、事業計画書（別紙）を作成し、添付してください。

事業計画書（別紙）の様式は、以下のホームページの各種様式からダウン
ロードしてください。
https://www.pref.nara.lg.jp/n092/33062.html

https://www.pref.nara.lg.jp/n092/33062.html
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申請システムマニュアル

照明設備と照明設備以外の設備に同時にチェックを入れた場合

既存設備と導入設備が左右で対応するように入力してください。
設備番号は、STEP1で入力した事業番号と対応する番号を符番してください。
（事業番号を親番にし、複数の設備がある場合は枝番をつけてください。）

（例）空調設備の更新の事業番号を１とした場合
エアコン（室内機）の設備番号を1-1
エアコン（室外機）の設備番号を1-2 とする。

照明設備以外の設備のみ入力してください。
（照明設備は、事業計画書（別紙）で記載いただくため、入力いただく必要
はありません。）
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申請システムマニュアル

照明設備と照明設備以外の設備に同時にチェックを入れた場合

STEP2で入力した既存設備の設備番号を「⑨設備番号※既存設備」に入力
してください。

入力するとSTEP2で入力した既存設備の設備名と基数が表示されますので、
それぞれのメーカー名、年式、型番を入力してください。

また、それぞれの既存設備の仕様書等を添付してください。

※既存設備の仕様書等の欄には、設備の仕様がわかるもの（仕様書、カタログ等）
を添付してください。
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申請システムマニュアル

照明設備と照明設備以外の設備に同時にチェックを入れた場合

STEP2で入力した導入設備の設備番号を「⑮設備番号※導入設備」に入力
してください。

入力するとSTEP2で入力した導入設備の設備名と基数が表示されますので、
それぞれのメーカー名、年式、型番を入力してください。

また、それぞれの導入設備の仕様書等を添付してください。

※導入予定設備の仕様書等の欄には、設備の仕様がわかるもの（仕様書、カタログ等）
を添付してください。
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申請システムマニュアル

補助対象機器配置図及び対象設備等写真票を作成し、添付してください。

作成にあたっては、下記のホームページに掲載している「補助対象機器配
置図」および「対象設備等写真票」の作成方法を参照してください。

https://www.pref.nara.lg.jp/n092/33062.html

https://www.pref.nara.lg.jp/n092/33062.html
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申請システムマニュアル

事業所で使用している燃料等の種類を全て選択し、直近１２か月分のエネル
ギー使用量を入力してください。
また、請求書等のエネルギー使用量がわかる書類の写しを添付してください。

エネルギー使用量の項目は、「補助対象設備情報」で「（1）高効率エネル
ギー設備」にチェックを入れた場合のみ表示されます。
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申請システムマニュアル

「高効率エネルギー設備導入事業実施による年間消費エネルギー量の削減見
込み」の項目は、補助対象設備情報で「（1）高効率エネルギー設備」に
チェックを入れた場合のみ表示されます。

「（1）高効率エネルギー設備導入事業に関する事業内容」のSTEP1で入力した
事業番号と事業内容を入力し、削減される燃料等の種類を選択してください。

また、年間削減量を入力してください。年間削減量は、省エネルギー診断書
（再計算書）に記載されている年間削減量と一致させてください。

年間エネルギー使用量合計と各事業ごとの年間削減量から自動計算されます。
年間消費エネルギー削減量合計が100GJまたは削減見込率が５％以上を満たし
ている必要があります。
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申請システムマニュアル

該当する方にチェックを入れてください。

省エネルギー診断書を添付し、発行日を入力してください。
省エネルギー診断書は、申請日から２年以内に発行されたものが有効です。

「省エネルギー診断書の内容から更新機器を変更した。」にチェックを入れ
た場合のみ表示されます。
変更した更新機器での再計算書（任意様式）を作成し、添付してください。
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申請システムマニュアル

太陽熱集熱器・蓄熱槽は必須です。それ以外の項目は必要に応じて
ご入力をお願いします。
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申請システムマニュアル

全て必須となっておりますので、それぞれ添付をお願いいたします。

「導入設備の設置予定箇所」がわかる位置図及び写真は、導入設備の設置予
定箇所を〇囲い等で明示してください。
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申請システムマニュアル

全て必須となっておりますので、それぞれ添付をお願いいたします。

お間違いのないように入力
してください。

「導入設備の設置予定箇所」がわかる位置図及び写真は、導入設備の設置予
定箇所を〇囲い等で明示してください。
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申請システムマニュアル

補助対象設備情報で「太陽光発電設備と定置用蓄電池」を選択された場合の
み表示されます。
導入する太陽光発電設備の情報を入力してください。
（「（４）定置用蓄電池」のみ選択された場合は表示されません。）

ご確認いただき、チェックを入れてください。

家庭用蓄電池を導入する場合は、ご確認いただきチェックを入れてください。
チェックを入れた場合のみ、「定置用蓄電池メーカー名検索」の項目が表示さ
れます。

家庭用蓄電池を導入する場合は、「定置用蓄電池検索」で検索されたメーカー名
と型番が自動反映されます
家庭用蓄電池以外の蓄電池を導入する場合は、手入力をお願いします。

定置用蓄電池 メーカー名検索

検索マークを押下し、メーカー名検索から、
導入する機器を選択すると以下の２項目が
自動で反映されます。

全量売電の場合は、補助対象外になります。

「公称最大出力値×パネルの枚数」の値を入力して
ください。
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申請システムマニュアル

全て必須となっておりますので、それぞれ添付をお願いいたします。

「導入設備の設置予定箇所」がわかる位置図及び写真は、導入設備の設置予
定箇所を〇囲い等で明示してください。
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申請システムマニュアル

ご確認いただき、チェックを入れてください。

補助対象設備情報で「太陽光発電設備とV2H設備」を選択された場合のみ表
示されます。
導入する太陽光発電設備の情報を入力してください。
（「（５）V2H」のみ選択された場合は表示されません。）

検索結果が自動反映されます。

全量売電の場合は、補助対象外になります。

「公称最大出力値×パネルの枚数」の値を入力して
ください。

検索マークを押下し、メーカー名検索から、
導入する機器を選択すると以下の２項目が
自動で反映されます。



25

申請システムマニュアル

全て必須となっておりますので、それぞれ添付をお願いいたします。

「導入設備の設置予定箇所」がわかる位置図及び写真は、導入設備の設置予
定箇所を〇囲い等で明示してください。
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申請システムマニュアル

注意事項をよくご確認ください。

補助金の額は、補助対象経費から自動計算されます。

合計金額は、自動計算で反映されます。

経費全体額のうち、補助対
象経費とならない経費（本
補助金以外に併用する補助
金額等）の合計額を入力く
ださい。
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申請システムマニュアル

補助対象事業にかかる見積書を添付してください。

見積書は、補助対象事業に係る設備の設備型番・数量が記載されている
ものにしてください。
見積書に記載の設備型番・数量は申請内容と必ず一致させてください。
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申請システムマニュアル

本補助金以外の補助金と併用される場合
は、併用される補助金名を入力ください。

支出の部の「補助金の額合計」と
一致させてください。

本補助金以外の補助金と併用される
場合は、上記以外の補助金の予算額
の欄に補助金額を入力してください。

予算額の合計金額が自動計算されます。
支出の部の「経費全体額合計」と一致しない場合エラーになります。

補助金申請額

上記の表の補助金申請額が自動転記されます。
支出の部の「補助金の額合計」と一致しない場合エラーに
なります。
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申請システムマニュアル

該当するものにチェックを入れてください。

「設備設置者と施設所有者が異なる」にチェックを入れると表示されます。

設備設置者と施設所有者が異なる場合は、「施設所有者の設置承諾書（第
５号様式）」を添付してください。
様式は、以下のホームページの各種様式からダウンロードしてください。
https://www.pref.nara.lg.jp/n092/33062.html

https://www.pref.nara.lg.jp/n092/33062.html
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申請システムマニュアル

「申請者情報」で「リースによる設備導入の場合」にチェックされた場合のみ
表示されます。必須となっている書類の添付をお願いいたします。
また、必要に応じてリース契約に関係するその他説明資料を添付してください。

「リース料金計算書」及び「誓約書」の様式は、以下のホームページの各種様
式からダウンロードしてください。
https://www.pref.nara.lg.jp/n092/33062.html

https://www.pref.nara.lg.jp/n092/33062.html
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申請システムマニュアル

該当する方にチェックを入れてください。

上記誓約書の内容をご確認いただき、
同意するにチェックを入れてください。



32

申請システムマニュアル

該当する方にチェックを入れてください。

「はい」にチェックを入れると借入金に係る
誓約書についての項目が表示されます。

略

上記誓約書の内容をご確認いただき、同意するにチェックを入れてください。
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申請システムマニュアル

全て必須となっておりますので、それぞれ添付をお願いいたします。

押下するとカレンダーが表示されます。
それぞれの発行年月日を選択してください。

※発行日は交付申請日から６ヶ月以内の
ものが有効です。
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申請システムマニュアル

職名・氏名は全角で入力をお願いいたします。
また、電話番号、ＦＡＸは半角数字でハイフン（-）なしで入力してください。

申請担当者が代理申請の場合は、必ず
所属する会社の名称も入力してください。



35

申請システムマニュアル

職名・氏名は全角で入力をお願いいたします。
また、電話番号、ＦＡＸは半角数字でハイフン（-）なしで入力してください。

事業担当者は、基本的に補助金申請事業所の社員をご記入ください。

全ての入力が終わりましたら、申請フォーム最下部の確認ボタンを押してください。
確認ボタンを押していただくと、確認画面が表示されます。
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申請システムマニュアル

確認ボタン押下後、回答内容の再確認を完了すると、
下記画面が表示されます。

令和８年度 奈良県事業所エネルギー効率的利用推進事業補助金 申請フォーム

自動配信メールが届きます。

※交付申請の操作は、以上になります。
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申請システムマニュアル

交付申請後の流れ

・交付申請後、受付前審査を行います。
受付前審査では、補助対象者の要件を満たしているか
や必要書類が全てそろっているかを確認します。

・受付前審査完了後に受付を完了し、交付申請の審査を
行います。

・疑義や不備がある場合には、疑義照会、修正依頼を
行います。
メール及び電話にてご連絡いたしますので、速やか
にご対応いただくようお願いします。
なお、対応いただけない場合は、交付申請を取り消す
ことがありますのでご注意ください。

・修正が必要な場合は、マイページから行っていただ
きます。
マイページのURLは、交付申請後に送信されるメール
に記載しています。

・交付申請の審査完了後、交付決定の通知を送付いた
します。
本補助金で申請された事業は、交付決定通知の受領後
に契約・発注してください。
なお、すべての書類不備が解消された後も交付決定
までに約３～４週間を要しますのでご了承ください。

・事業の完了後、１月２９日までに補助金実績報告を
行ってください。
補助金実績報告等に関するマニュアルについては、
今後更新していきます。


